
l-元気}こがんば今季七?くリ

特定非曽利活動法人 いわて景観まちづくりセンター
岩手県内の景観まちづくりの推進と支接
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1.設立の経緯

景観法が制定された200411::に岩手県ではいわて景観

まちづくりセンターの前身である「美しいいわて推進委員会j

(事務局:岩手県県土整備部都市計画)が設置された。推

進委員会は，県民主体による景観づくりを進めていくために

活動指導や助言，方策の提言を行うことを目的とし，建築家，

プランナー，学識者，市民活動団体代表者等によって構成

されていたが，通常，県が設置する委員会と異なり「活動す

る委員会jをミッションのーっとして掲げていたO

初年度こそ委員会内で、活動方針を定めることで、終わった

が， 2005年から本格的に活動を開始し 2005年度には景観

セミナーを4間開催するとともに，県内4笛所でNPOが実施

した地域の景観点検事業では委員も現地へ出かけて指

導，助言を行ったO

2006年度には，景観への意識をiFJjめることと，難しくとら

えがちな景観への垣根を低くするために前年の成果をま

とめて「いわて景観ハンドブックjを作成した。ハンドブ、ツクは

総合学習の教材用として県内の小中学校に配布したほか，

その後のセミナーで、も参加者に無料配布している。また，

2005年度にヲ|き続き，色彩計画や修景提案などのより高度

な内容に踏み込んだ法制iセミナーの開催，景観点検事業

の指導助言も行っていた。

実費2if.の活動の1:1:1で景観づくりを継続的に推進してい

くことの重要性を委員も認識し，3年間の"寺限となる2006年

度末の委員会解散を控えて，県内の景観まちづくりを展開

していくためには蓄積した経験等を引き継ぐ必要があると

結論づけた。そして，各地の景観まちづくり活動をサポート

する中間j支援組織としてNPO法人いわて景観まちづくりセ

ンター(以下，景観センター)が2007年7月に設立された。

2.いわて景観まちづくりセンターの概要

景観センターは，県内各地で美しいまちづくりや景観づく

りに取り組む地域住民，国体を支援・育成し，県内の景観

まちづくりのネットワークの中枢を担い，県民主体の景観まち
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づくりの展開を促進することを目指している。そして，その役

割として，景観まちづくりに関する施策，活動の効果的かっ

円滑な推進を国るための中間支援と地域の主体的な活動

を支援，促進する宜接的な支援を掲げている。

メンバーは幅広い分野で活動する人たちで、構成されてい

る。個人の専門的職能を発擬することを前提としつつも，

ill!l々人の自主性を基本としているため，事業内容に応じてそ

の都度メンバーを募ってフ。ロジェクトを進めている。

岩手県二|二は広大で、あり，全域を対象に活動することは非

現実的である。そのため，景観センターは地域住民が主体

的に景観まちづくり活動を行うことを重視しており，地域密着

型NPO，市民活動団体，行政等への情報提供，人材育

成・述携促進，活動支援を重視している。その tで，景観

まちづくりに関する前査等も受託している。

3.主な取り組み

NPO法人として立ち上がったばかりで、あるが，これまでに

取り組んで、きた主な活動内容を紹介する。

(1 )景観まちづくりの推進

推進委員会のメンバーの多くが会員となったこともあり，岩

手県都市計画課が募集した“景観からの地域づくり卒業"の

の推進に向けて， 3地域(盛岡市青山IIIT，軽米町，北 i二

1'11)において，景観点検ワークショッフ。の進め方，点検からま

とめにいたる3~4困のワークショッフ。の組み立て， 11多景実験

景観セミナーの様子



の実施などでNPOに対する助言・支援を行ったO また，全ワ

ークショッフ。終了後には，各地域の取り組み内容や技術の交

換と相互交流をねらいとして，景観セミナーを開催した。各地

域内の取り組みで終わらせることなぐ情報交換を行うことで，

新しい発見や経験を積むことの大切さを学ぶ機会になった

という意見があり，支援NPOとしてト分に取り組めたといえる。

その他にも県外から専門家を呼び景観フォーラムを開催する

など推進委員会の経験を生かした活動を展開している。

(2)改修軒家を活用したまちづくり

IIfJ家が多く残る藤岡では，最近， 11可家を使ったイベントが

行われている。筑観センターも!世史的資産を活用した景観

まちづくりを支援するために，今年より他の団体と協力して改

修IIIJ家の利活用促進に向けたブρロジェクトを実施している。

第1のテーマはIIIJ家改修相談サロンである。 IIIJ家の魅力

を高めることと現代的再生を日的として，釘:遡改修相談サロ

ンを1mき， IIIJ家改修の無料相談，助言を行っているo9月に

開設したばかりであるが， 1況に相談が20件，その内l件は現

地見学を行うなど活動成果が見られる。

第2のテーマはIUJiti実験で、ある。 111]弓とを身近に感じても

らいつつ新たな担い手を発:}JlIl'育成するために，改修した

IIIJ家の一部を使って/JlJ吉尖j岐を企両したところ，若者を1:1:1

心に希望者があり，現在は若い女性を中心に和風小物の

展示販売を行っている。今後新たな担い手として市住につ

なげられるか諜J起が残るが，IIIJ家をj舌)11 した地域i合I~I:化に

向けて一歩前進したといえよう。

第3のテーマはmT家セミナーである。盛岡IIIJ家の特徴を

市民にわかりやすく伝えるとともに， rli民，設計者，工務応等

が改修事例を学ぶ機会としてセミナーの開催を企画してい

る。 11月から全41mで，疎開IIIJ家の特徴，調査・設計，施工，

県産材について開催する予定である。

(3)景観まちづくり施策の協働評錨

景観法制定後，他県同様に岩手県も景観まちづくりに関

する施策展開を関っているが，それらの事業成果についてト

分な検証が行われていない。そこで、， の進展を目指して

改修町家 (1日八百倉家)での出j高実験

景観センターの企画で，県と協í~}Jによる政策評価iを行ったO

平成16年度以降，岩手県都市計画課が行ってきた「景観

からの地域づくり事業Iまちづくり実践事業jを評価対象と

して，事業自体の成果に加えて事業後に自治体施策へ反映

されたか，活動の担い手で、ある住民組織が育成されている

かを現地調査，ヒアリング諦査，アンケート調査より検証した。

また，今後の施策のあり方を探る I~I 的で、東北6県および県内

35市町村の景観施策についてもアンケート調査を行ったO

これらの調査結果を踏まえて景観センターとして5つの提

言。案を示したところ，外部言予備委員会でも一定の評舗を得

られた。

(4)北上市景観計画策定支援

北上fliは景観行政団体として景観計画を策定1=1:1である。

地元NPO，建築家等の専門家集団と協力しながら， 2006年

度には市民による地域点検と市内全域の景観資源調査を

行い， 2007年度には51現にわたる景観計画策定市民ワーク

ショッブρを行ってきた02008年度は計樹書を作成しているが，

都市百十両コンサルタントに発注するのではなく，地J或をよく知

る地元のNPOと行政が協力して計画舎の作成にIlxり組ん

でいる。 景観センターの会員には都市計両コンサルタントも

複数名いることから，専門的立場から監修して

の構成， I)g容等について助言を行っている。

3掴今後について

設立当初は県内各地の景観まちづくりを支援することを

一番の自的としていたが，現実には地域で、積極的に活動し

ている団体が少なく，独自に活動して成果を出していくこと

がー番求められているのかもしれない。また，会員の専円

分野が多岐にわたるためにト分に活動できない而もある。

組織の強化を間りつつ，美しいいわてを守り育て，後任I:に絢

を張って残せるようにしたいと願っている。
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